
LESSONS OF ENGLISH THROUGH FILMS

Films and English　映画のなかの英語

｢メメント｣
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｢さて､どこだっけ?｣

妻がレイプ殺人に遭った主人公は記憶を10分しか保てない｡

が､あきらめずに犯人を追う.映画の時制をバラバラにして

パソコンにも似た記憶のメカニズムを映像化した新世代映画o

文-中野香織

仕事の途中で不覚にも眠り込んでしまい､は

っと目覚めたときに｢えっと､わたしは何をしよう

としていたんだっけ7｣と一瞬うろたえた経験は

ありませんか｡あるいは､だいじな話が途中でと

んでもない方向に逸れてしまい､はっと気づいて

｢えっと､どこまで話しましたっけ?｣とまごついた

経験は｡その感覚を英語で言えば､こうなりま

す｡
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字義どおり､｢さて､どこだっけ?｣の感覚です

が､今回紹介いたします映画､『メメント』を貫く

感覚こそまさにこれです｡なんといっても､主人

公レナード(ガイ･ピアース)は記憶を10分しかと

どめておけません｡拳銃をもった男とにらみ合っ

て走りながらも､そいつを追っているのかそいつ

に追われているのかすら忘れてしまうほどの重

症です｡愛する妻をレイプされて殺されたショッ

クの後遺症で､前向性健忘という記憶障害にか

かってしまったからです｡

この作品は｢こんな映画､見たことないりと

いう興奮を与えてくれます｡それは､短期記憶障

害のハンデを負った主人公が妻殺しの犯人探

しをするというストーリーが新鮮だからではあり

ません｡数分前の記憶をたえず失いながらも

｢日的｣に向かって行動しつづけねばならないレ

ナードの感覚を､そのまま観客に追体験させる

かのような大胆な形式こそが､斬新な知的スリ

ルを与えてくれるのです｡

映画の各シーンはいつも唐突に始まります｡

直前にはいったい何が起こっていたのか7　お

れはいったい何をしようとしていたのか?　レナ

ードにとってはおなじみの､''ヽt…. 1ヽ Il一LrlL
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アミューズピクチャーズ配給o全米で｢何度も鰍)返し見たい映画｣と評判になって

リピーク-が続出､並みいる大作を押さえて全米興行成績8位に｡ 1 1月から口-ドショーo

lヽ-il>　日.)"から始まる世界です｡自分の存在基

盤があやふやになるこんな感覚世界を､観客も
一緒に生きなければならない｡とはいえ､観客に

は映画の時間がすすむにつれて､少しずつ｢直

前の世界｣が明らかにされていきますC結果､ま

るでビデオをちびりちびりと巻き戻して見せられ

るような感じで､物語の全体像が次第に明らか

になっていくのです｡全く新しいサスペンスを観

客に｢体験｣させることに成功した監督はクリス

トファー･ノーラン､ 31歳｡サンダンスはじめ各

地の映画祭で最優秀脚本賞を受賞した完成度

の高い脚本も､ノーラン自身によるものです｡

さて､タイトルのTntLllltLJlloですが､原義は､

l･lLl11Ll]11LJtLr lhot1.-､すなわち､｢汝､忘れ

るなかれ｣です｡現代では｢思い出の晶｣や｢警

告｣の意味をもつ名詞として使われていますが､

そのJLtは｢忘れてはならないことを思い出させる

よすが｣でありますoちなみに､ …1111.lllt･nlo

nlOl･i'-といえば､おごり高ぶりがちな人間に

対する｢汝､死を忘れるなかれ｣という警告のこ

とで､ドクロなどの死の表徴を指します｡

記憶を新しく作ることができないレナードは､

自分の身体にメメントを刻みます｡真相への手

がかりを身体にタトゥーとして彫るのです｡知り

合った人間はポラロイド写真に掘ってメモし､確

認を繰り返す｡記憶作りのための滑稽なはどの

行為を観ながら､わたしたちはふっと理解しますo

刻まれた｢記憶｣こそが人間のアイデンティティ

のよりどころとなり､行動の方向を決定する基盤

となることを｡レナードがこんなセリフを言います｡
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(記憶は自分の確認のためなんだ｡みんなそ

うだ｡)

では､記憶とは何でしょう｡誰よりも｢真実の

記憶｣を渇望するレナード自身さえ､自分の身体

にこんなタトゥーを彫っているのですくスクリーン

に一瞬､映しだされるので､しかとご確認くださ

い)｡
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(記憶とは､当てにならないものだ)

｢当てにならない｣記憶が作るミステリーが解明

されるにつれて､人間にとっての記憶という､い

っそう複雑なミステリーが浮かび上がってきま

す｡そう､この低予算映画が不思議な重量感を

もって'いこひっかかるのは､こんな哲学的なに

おいのする問題をつきつけられるからにはかな

りません｡健常者であるわたしたちでも､ひょっ

としたら気に入った｢事実｣だけをメメントとして

選び､繰り返し自分に語り聞かせて記憶してい

ることがあるのかもしれない｡しかも､気に入ら

れなかった｢事実｣はきれいに消滅するわけでは

なく､ねじれ､ゆがんだ形で別の｢事実｣のなか

に紛れ込み､新たな｢事実｣に姿を変えて生き

残っているのかもしれない｡そんな不気味で不

確かな記憶の蓄積がアイデンティティとなり､行

動を決定しているのだとしたら･･-･･!?

そこまで考えて背高がぞくっとした瞬間､レナ

ードの最後のセリフが決まりますこ‥ヽりIl.

ヽlhLLIT一1 1ヽil.日,-'この時にはもう､現客自身

のセリフになっていますこ


